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第
26
期
文
化
審
議
会
委
員

工
芸
館
前
館
長
・
唐
澤
氏
ら
加
わ　
　

る

　

文
化
庁
は
４
月
１
日
、
第
26
期
文
化
審
議
会
委
員

を
任
命
し
た
と
発
表
し
た
。

　

今
期
で
は
、
熊
本
大
学
名
誉
教
授
の
伊
東
龍
一
氏

や
国
立
工
芸
館
前
館
長
の
唐
澤
昌
宏
氏
、
東
京
大
学

教
授
の
小
林
真
理
氏
ら
６
名
を
、
委
員
と
し
て
新
た

に
選
任
。
会
長
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
文
化
審
議
会

総
会
に
お
い
て
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
。

任
期
は
２
０
２
６
年
４
月
１
日
か
ら
２
０
２
７
年
３

月
31
日
ま
で
の
１
年
間
。

　

26
期
の
委
員
は
次
の
通
り
。

相
澤　

彰
子
（
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
）

伊
東　

龍
一
（
熊
本
大
学
名
誉
教
授
）

植
木　

朝
子
（
同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
）

太
田　

勝
造
（
明
治
大
学
法
学
部
教
授
）

唐
澤　

昌
宏
（
国
立
工
芸
館
前
館
長
）

河
野　

康
子
（
日
本
消
費
者
協
会
理
事
）

小
林　

真
理
（
東
京
大
学
教
授
）

杉
森　

玲
子
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
）

千
住　
　

明
（
作
曲
家
、
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
理

事
、
東
京
藝
術
大
学
客
員
教
授
）

高
倉　

浩
樹
（
東
北
大
学
教
授
）

髙
部
眞
規
子
（
弁
護
士
、
早
稲
田
大
学
法
学
学
術
院

客
員
教
授
）

田
中　

牧
郎
（
明
治
大
学
国
際
日
本
学
部
教
授
）

田
中　

正
之
（
国
立
美
術
館
理
事
長
、
国
立
西
洋
美

術
館
長
、
国
立
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
長
）

野
嶋　

洋
子
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
無
形
文
化
遺
産
研
究

セ
ン
タ
ー
副
所
長
）

菱
田　

哲
郎
（
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
長
）

日
比
野
克
彦
（
東
京
藝
術
大
学
長
）

吉
田
ゆ
り
子
（
東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）

吉
見　

俊
哉
（
國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部

教
授
）

　

文
化
庁
長
官
に
就
任
し
た
伊
藤
学
司
氏
（
58
）
が

４
月
１
日
、
京
都
市
上
京
区
の
京
都
庁
舎
で
就
任
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

伊
藤
氏
は
１
９
９
１
年
に
旧
文
部
省
入
省
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織

委
員
会
Ｃ
Ｆ
Ｏ
・
企
画
財
務
局
長
や
高
等
教
育
局
長

を
歴
任
し
、
昨
年
７
月
よ
り
文
化
庁
次
長
を
務
め
て

い
た
。
な
お
、
文
部
科
学
省
行
政
官
出
身
の
長
官
は

玉
井
日
出
夫
氏
以
来
16
年
ぶ
り
と
な
る
。
職
員
に
向

け
た
就
任
あ
い
さ
つ
で
、
伊
藤
長
官
は
「
都
倉
前
長

官
に
示
し
て
い
た
だ
い
た
大
き
な
方
針
を
、
私
は
行

政
官
出
身
の
長
官
と
し
て
実
行
し
な
が
ら
成
果
を
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
取
材
で
は
、
特
に
力
を
入
れ
た

い
こ
と
と
し
て
国
立
劇
場
の
再
開
場
を
挙
げ
、
「
確

実
に
軌
道
に
乗
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
に
劇
場

を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
ま
さ
に
我

が
国
の
伝
統
芸
能
の
拠
点
、
人
材
育
成
を
含
め
て
非

常
に
大
き
な
拠
点
な
の
で
、
先
頭
を
切
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

伊
藤
長
官
の
あ
い
さ
つ
概
要
は
次
の
通
り
。

「
今
日
、
都
倉
前
長
官
の
後
を
受
け
、
24
代
目
の
長

官
に
就
任
し
ま
し
た
。
都
倉
前
長
官
に
示
し
て
い
た

だ
い
た
大
き
な
方
針
を
、
行
政
官
出
身
の
長
官
と
し

て
実
行
し
な
が
ら
成
果
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
加
え
て
、
私
は
35
年
間
、
文
部
省
、
文
部
科

学
省
で
働
い
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で

皆
さ
ん
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な

苦
労
を
し
な
が
ら
日
々
の
業
務
を
し
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
十
分
承
知
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
今

『
働
き
方
改
革
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
文
化
庁

は
ど
ん
ど
ん
所
掌
が
広
く
な
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん
の

仕
事
は
日
々
、
意
識
を
し
て
改
革
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
業
務

の
効
率
化
を
進
め
な
が
ら
、
そ
れ
で
い
て
し
っ
か
り

と
成
果
を
出
し
て
い
く
。
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
二

兎
を
追
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
点
、
（
文
化
庁
は
庁
舎
が
東
京
と
京
都
）

二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
『
一
つ
の
文
化
庁
』

と
い
う
形
で
取
組
を
進
め
る
に
は
、
少
し
難
し
い
点

が
出
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
文
化
庁

は
一
つ
で
す
。
や
は
り
文
化
は
全
体
と
し
て
相
互
に

関
連
し
な
が
ら
、
新
し
い
も
の
を
為
し
、
そ
し
て
古

い
も
の
を
し
っ
か
り
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

す
。
庁
舎
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
庁
舎
に
あ
る
こ
と
、
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
い

ろ
ん
な
気
づ
き
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
相
互
に

共
有
し
て
も
ら
い
、
全
国
の
文
化
振
興
の
た
め
に
い

い
仕
事
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

職員に向け意気込みを語る
伊藤長官（写真：文化庁提供）

文
科
省
出
身
者
と
し
て
16
年
ぶ
り
の
文
化
庁
長
官

伊
藤
新
長
官
、前
長
官
の
方
針
引
き
継
ぎ
取
組
実
行
へ
意
欲


